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研究成果の概要（和文）：本研究は、17 世紀から 19 世紀のオスマン帝国の社会変容を、近代社会の形成とい
う視点から明らかにすることを目的とし、オスマン帝国史における「近代」を、17世紀からの連続性の中で捉え
直すものである。この課題につき、国家・社会構造の変化、法とその実践、文字文化・リテラシー、歴史意識と
社会思想、都市社会の変容、宗教と社会、比較史といった観点から検討した。この検討を通じて、それぞれの観
点において重要な変化が19世紀以前から始まっており、とくに18世紀にはオスマン帝国の国家、社会の編成にお
いて新しい局面を迎えていたことを実証的に明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to understand the social transformation in the Ottoman 
Empire during the seventeenth and nineteenth centuries from the viewpoint of the formation of modern
 society. It also tried to reconsider the "modernity" in Ottoman history by focusing on the 
continuity from the seventeenth century. To achieve this goal, our research group examined various 
aspects of Ottoman history, such as the structural change in state and society, law and legal 
practice, written culture and literacy, historical consciousness and social thought, transformation 
of urban society, religion and society, and comparative history. Through these investigations, we 
demonstrated that significant changes had begun well before the nineteenth century, and that the 
Ottoman state and society had entered a new phase especially during the eighteenth century.

研究分野： オスマン帝国史
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１．研究開始当初の背景 
アジア地域の近代史は、「西欧の衝撃」や西
欧化改革開始を以てその始点とされること
が多い。オスマン帝国史においても例外では
ないが、このような見方は、「近代」とそれ
以前との断絶を強調し、19 世紀の改革が外
部(西欧)に由来することを前提にしている点
で 問 題 がある。また、近代以前の歴史や社
会が「前近代」あるいは「伝統社会」として
一括りにされて、あたかも停滞し変化のなか
ったような印象を与えてしまう。これに対し
て 16 世紀末以降のオスマン帝国の変化、発
展を明らかにしようとする研究がなされて
きたが、従来の「近代」の時代区分は存続し
ており、また、欧米の研究では国家形成の問
題が焦点となる傾向が強い。 
そこで本研究では、近年の欧米圏のオスマ
ン帝国史研究で一般的になりつつある「近世 
early modern」の用語法を意識しつつも、お
およそ 17 世紀に始まり 19 世紀に連なる長
期的な変動を近代への移行として捉え、とく
に社会変容に焦点を当てて研究を計画した。 
 
２．研究の目的 
本研究は、17 世紀から 19 世紀のオスマン
帝国の社会変容を、近代社会の形成という観
点から明らかにすることを目的とする。すな
わち、オスマン帝国史における「近代」を、
17 世紀からの連続性の中で捉え直すもので
ある。具体的には、旧来の支配層/被支配層間
の境界の曖昧化という現象に代表される社
会構造の変容の研究と、法や思想を含む文化
の社会史という二つのアプローチから、オス
マン社会のさまざまな側面における変容を
実証的に研究する。こうした実証研究を土台
として、世界史的観点から 17~19 世紀オス
マン帝国における近代社会の形成への見通
しを示すことによって、オスマン帝国史研究
に新しい枠組みを導入することをめざす。 
 
３．研究の方法 
(1)本研究は基本的に、一次史料にもとづく
実証的な歴史研究の積み重ねの上に成り立
つ。したがって、研究遂行のために、各研究
分担者が未公刊の文書、写本等の一次史料を
各地で収集し、それらを分析していくことが
基本的な研究方法である。 
(2)以上の基本的研究を踏まえて、国内研究
会で知識を共有し、議論を深める。また、東
京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究
所の共同研究「近世イスラーム世界と周辺世
界」(2014-16 年度)、NIHU イスラーム地域研
究東洋文庫拠点等と連携し、共同で研究会の
開催などを行う。 
(3)海外の研究協力者を交えた研究会などを
通じて意見交換を行い、国際的な共同研究を
展開する。こうした研究によってもたらされ
た成果を、国際学会でのパネルや、国際ワー
クショップなどで公表するほか、論文・著書
の形で刊行する。 

  
４．研究成果 
 本研究では、オスマン帝国における 17 世
紀から 19 世紀にかけての社会の変容を、国
家・社会構造の変化、法とその実践、文字文
化・リテラシー、歴史意識と社会思想、都市
社会の変容、宗教と社会、比較史といった観
点から検討した。この検討を通じて、それぞ
れの観点において重要な変化が 19 世紀以前
から始まっており、とくに18世紀には国家、
社会の編成において新しい局面を迎えてい
たことを実証的に明らかにした。具体的には
以下に示すとおりである。 
 また、本研究では海外の研究者との交流、
連携を重視し、国際研究集会を数多く開催し
た。なかでも 2017 年の国際ワークショップ
は、18 世紀の社会変容についての国内外の研
究の達成点を示し、それを研究者間で共有す
ることができた点で、重要な成果の一つとな
った。これ以外にも国際学会での研究発表や
外国語での論文・著書刊行を多数行なったこ
とが本研究の成果の特徴である。国際学会で
のパネルはトルコの政治事情により、参加者
の辞退が相次いだため実現できなかった。ま
た、論集刊行にも至らなかったが、国際査読
誌での論文発表がそれを十分に埋め合わせ
る成果と言える。 
(1) 国家・社会構造の変化 
シャリーア法廷裁判官制度の研究を通じて、
18 世紀におけるその徴税請負制的構造を解
明し、それが財政構造の転換と軌を一にして
いたことを明らかにした。この構造変化にと
もなう裁判官の社会的バックグラウンドを
研究するために、研究代表者が B. エルゲネ
氏（米国ヴァーモント大学）と共同して裁判
官の遺産目録を収集して分析に着手した。こ
れはまだ予備的成果しか得られていないが、
イスタンブルを拠点とする中間層的な裁判
官と、地方を拠点とする地方名望家タイプと
の違いが析出された。後者については、一部
地域における多数の裁判官=名望家の台頭と
いう現象について分析した。加えて、19世紀
後半から 20 世紀初頭に至る裁判官制度の変
化にまで視野を広げて論じた。また、研究協
力者の岩本佳子は遊牧民集団と国家の関係
の変容を解明した。 
(2) 法とその実践 
シャリーア法廷と地方官のディーワーン（会
議）との関係、シャリーア法廷の発給文書に
ついて検討し、シャリーア法廷のみでは完結
しないオスマン帝国の法実践のあり方の一
端を解明した。連携研究者の髙松洋一は、君
主の意思を示すハットゥ・ヒュマーユーン
（宸筆）という文書様式についてその特徴を
明らかにした。また、連携研究者の近藤信彰
は、オスマン朝との比較を視野に入れつつ、
サファヴィー朝期イランの司法行政の研究
を進め、成果を発表した。 
(3) 文字文化・リテラシー 
18 世紀にはオスマン帝国各地で「図書館ブー



ム」と言われる現象が起きるが、それに関連
してオスマン朝の書物文化に関して本研究
を通じて多数の成果が得られた。女子教育に
ついても、新しい史料を加えて 19 世紀後半
の教育改革以前から相当程度普及していた
ことを具体的な数値によって明らかにし、18
世紀の文字文化の普及と関連づけて論じた。
また、18 世紀末〜19 世紀初頭に書かれた備
忘録と地方年代記を採り上げて自己の語ら
れ方や都市の記憶について分析を加え、これ
らの史料が、オスマン社会における都市中間
層の成長や社会階層の流動化を背景とする、
文字文化の担い手の裾野の拡大を示してい
る点を指摘した。この研究は自己語り史料／
エゴドキュメント研究に展開した。 
(4) 歴史意識と社会思想 
分担者の小笠原弘幸は、16 世紀から 20 世紀
初頭にまで至るオスマン帝国の歴史書や系
譜書などから、オスマン朝権力の歴史意識や
正統性の問題を探究した。思想的変容の到達
点の一つとして、ユースフ・アクチュラの『三
つの政治路線』の翻訳を刊行した。また、研
究代表者は備忘録と地方年代記から、都市中
間層の歴史意識の一端を明らかにした。 
(5) 都市社会の変容 
都市社会の変容については、連携研究者の澤
井一彰が環境史・災害史の観点からアプロー
チし、都市の復興のプロセスを明らかにした。
研究協力者の守田まどかは、18 世紀に国家権
力による都市の社会秩序に対する介入が強
化されるとともに街区の凝集力が増してい
く過程を、移住民の統合やジェンダー規範、
婚姻の管理などの観点から解明した。研究代
表者も、都市の記憶の問題から、中間層の成
長が文化の担い手の拡大につながっていた
ことを示した。 
(6) 宗教と社会 
ヨーロッパ史で議論されている「宗派化」の
問題は、オスマン帝国史においても近年注目
されているテーマである。本研究では、国際
ワークショップのセッションで「宗派化」を
主題とし、オスマン帝国のイスラーム、アル
メニア教会、そしてヨーロッパと日本の比較
宗教社会史の専門家を招いて議論し、この概
念を応用する意義を確認した。また、この現
象と同時期のオスマン社会のスーフィズム
については、連携研究者の東長靖による共
著・編著の中で検討された。 
(7) 比較史 
東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研
究所の共同研究「近世イスラーム世界と周辺
世界」(2014-16 年度)、近藤信彰を研究代表
者とする科研費基盤(A)「イスラーム国家の
王権と正統性——近世帝国を視座として」と連
携しつつ、「近世」という時期区分の問題や、
オスマン帝国とイランの司法行政、イスラー
ム諸王朝における正統性の問題などを検討
した。オスマン帝国の裁判官制度はフランス
などの売官制と比較して考察された。また、
エゴドキュメントや「宗派化」の研究におい

ても、比較史的観点から位置付けを行なった。 
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センター(JaCMES)(レバノン・ベイルート) 
㉗Keiko Iwamoto. “A Study on Turning Point for 
the Ottoman Policy Applied to Nomads: The 
Settlement Policy on Turkish and Kurdish 
Nomads in the 17th-18th Centuries.” 49th MESA 
(Middle East Studies Association) Annual 
Meeting( 国 際 学 会 ), 2015.11.23, Sheraton 
Denver Downtown Hotel, Denver, CO（米国） 
㉘秋葉淳「18 世紀オスマン帝国の裁判官のプ
ロフィール:遺産目録を史料として」第 57 回
日本オリエント学会年次大会，2015.10.18，
北海道大学 
㉙髙松洋一「マフムト 1 世による Ayasofya 図
書館の蔵書形成:歴史書を中心として」第 57
回日本オリエント学会年次大会，2015.10.18，
北海道大学 
㉚守田まどか「マフムト 1 世時代イスタンブ
ルの「公共空間」と女性」第 57 回日本オリ
エント学会年次大会, 2015.10.18, 北海道大学 
㉛岩本佳子「オスマン帝国における免税特権
と奉公集団―ルメリのユリュクとヤヤ・ミュ
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究会 (招待講演)，2015.7.14，東洋文庫 
㉜秋葉淳「裁判官とその発給文書:18世紀オスマ
ン朝歴史家=裁判官シェムダーニーザーデ・フ
ンドゥクルル・スレイマンの業績」日本中東学会
第31回年次大会，2015.5.17，同志社大学 
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Pre-Modern Ottoman Empire: Yoruks in Rumeli, 
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形成(17~19 世紀)―研究動向と新しい課題」
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②Tonaga Yasushi (ed.). The Bridge of Cultures: 
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⑧ Tonaga Yasushi. Bibliography of Sufism, 
Tariqa, and Saint Cult Studies in Japan (『日本
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信仰研究文献目録』). Kenan Rifai Center for 
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秋葉淳(共著) 『自己語りと記憶の比較都市
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⑬小杉泰・林佳世子(編)、東長靖、小笠原弘
幸、林佳世子 (共著)『イスラーム 書物の歴
史』（担当）「アラビア文字文化圏の広がりと
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マン朝社会における本」「イスラーム世界と
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〔その他〕 
ホームページ等 
①オスマン帝国史料解題「エゴドキュメント
/自己語り史料」（秋葉淳） 
 http://tbias.jp/ottomansources/ego-documents 
②オスマン帝国史料解題「ファトワーとファ
トワー集」(秋葉淳)  
http://tbias.jp/ottomansources/fetva  
③ オスマン帝国史料解題「租税台帳」(岩本佳
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④オスマン帝国史料解題「遺産目録」(秋葉淳) 
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科研費を使用して開催した国際研究集会 
①シーリーン・ハマーデ氏講演会，2017.7.15，
東洋文庫． 
② ワ ー ク シ ョ ッ プ Japonya’da Sohbet-i 
Osmaniye-5, 2017.7.12，東京大学 
③ International Workshop: Transformation of 
Ottoman Society during the Eighteenth Century, 
2017.7.9,東洋文庫． 
④アリ・ヤイジュオール氏講演会，2017.7.4，
明治大学 

⑤講演会 New Perspectives on the Study of the 
Post-Mongol Islamic World, 2017.3.26, 同志社
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⑥ ワ ー ク シ ョ ッ プ Japonya’da Sohbet-i 
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and Beyond, 2017.3.19, 東京大学. 
⑧第 2 回ボアチ・エルゲネ氏講演会，
2015.10.31，東洋文庫. 
⑨第 1 回ボアチ・エルゲネ氏講演会，
2015.10.28，京都大学. 
⑩ ワ ー ク シ ョ ッ プ Japonya’da Sohbet-i 
Osmaniye-2, 2015.3.25, 千葉大学. 
⑪バーキー・テズジャン氏講演会, 2015.3.24，
東洋文庫 
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